
2026年3月 津崎盾哉先生の論文がHepatology Research (IF 3.4)に掲載されました。

予後が非常に悪い肝内胆管癌（ICC）の中で、造影効果を有
する腫瘤形成型肝内胆管癌（MF型ICC）は、予後が比較的
良好であることが報告されていましたが、その臨床病理学
的・分子病理学的検討は行われていませんでした。本研究
では、腫瘤形成型肝内胆管癌の一部にみられる、dynamic 
CT動脈有位相で強い造影効果を示す症例に注目し、画像所
見、病理組織学的所見、ならびに血管新生関連遺伝子発現
を統合して検討しました。その結果、この群は通常の造影
効果の乏しいICCとは異なり、VEGFA高発現、腫瘍内動脈
密度（AVD）高値、良好な予後を特徴とする新たなサブタ
イプであることが明らかになりました。そこで、我々の研
究グループは、この1群を新たな肝内胆管癌のグループとし
て報告しました。特に、VEGF免疫染色は実臨床で利用可能
な病理学的マーカーとなり得ることが示され、CT所見と併
せてMF型ICCの予後層別化や病態理解の再構築につながる
成果と考えられます。（尾島）
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